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〈
解
題
〉

江
戸
川
乱
歩
は
「
二
十
代
の
私
」（『
二
十
代
』
一
九
五
二
年
二
月
）

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
１
。

�

私
は
大
正
三
年
十
月
に
満
二
十
歳
に
な
っ
て
い
た
。
早
稲
田

大
学
政
治
経
済
科
の
大
学
部
二
年
で
あ
っ
た
。
貧
乏
だ
っ
た
の

で
、
半
ば
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
り
な
が
ら
、
大
正
五
年
満
二マ

マ
十
一

歳
の
終
り
に
近
く
同
校
を
卒
業
し
た
。
政
治
学
に
は
あ
ま
り
興

味
が
な
か
っ
た
が
、
経
済
原
論
の
「
欲
望
」
と
か
「
価
値
」
と

か
い
う
部
分
が
面
白
く
、
そ
の
方
面
の
学
者
に
な
り
た
か
っ

た
。 翻

刻
「
経
済
学
と
心
理
学
と
の
関
係
を
論
ず
。」

松

本

陸

杜

探
偵
小
説
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
乱
歩
の
学
生
時
代
の
夢
が
経
済

学
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
事

実
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
夢
を
抱
く
ほ
ど
に
、
乱
歩
は
熱
心

に
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
夢
は
金
銭
的
な
事
情
を
主
と
し
て
諦
め
ざ
る
を
得
ず
、
早
稲

田
大
学
を
卒
業
後
、
乱
歩
は
同
郷
の
代
議
士
で
あ
っ
た
川
崎
克
の
世

話
に
よ
り
、
大
阪
府
の
貿
易
商
社
加
藤
洋
行
に
就
職
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
決
断
は
「
学
問
ノ
夢
」（『
貼
雑
年
譜
』）
と
し
て
、
乱

歩
を
生
涯
苦
し
め
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
乱

歩
の
転
職
癖
の
理
由
の
一
端
に
も
こ
の
「
学
問
ノ
夢
」
が
あ
っ
た
と

い
う
。

も
と
も
と
乱
歩
が
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
科
に
編
入
学
し
た
の

は
、「『
武
侠
世
界
』
流
の
政
治
家
的
野
心
に
燃
え
て
い
て
、
政
治
の
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勉
強
を
す
る
為
に
、
そ
し
て
又
『
武
侠
世
界
』
流
の
苦
学
力
行
」
を

し
、
政
治
家
に
な
る
こ
と
を
志
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
２
。
早
稲
田

大
学
に
編
入
学
し
た
の
も
、
影
響
を
受
け
た
と
語
る
『
武
侠
世
界
』

の
記
者
押
川
春
浪
と
河
岡
嘲
風
が
、
と
も
に
同
校
の
卒
業
生
で
あ
っ

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
予
科
を
終
え
る
頃
に
は
政
治
へ
の
関
心
が
少
な

く
な
っ
て
い
た
こ
と
、「
大
学
部
一
年
同
人
雑
誌
「
白
虹
」
ヲ
出
シ
ハ

ジ
メ
タ
頃
カ
ラ
私
ハ
経
済
原
論
、
殊
ニ
ソ
ノ
初
メ
ノ
方
ノ
人
間
研
究

ノ
部
分
ニ
興
味
ヲ
持
」
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
３
、
乱
歩
は
本
科
に
進

級
し
た
後
は
、
政
治
学
で
は
な
く
経
済
学
を
学
ぶ
道
を
選
択
し
た
。

経
済
学
専
攻
の
同
級
に
は
、
後
に
早
稲
田
大
学
教
授
を
務
め
た
経
済

学
者
出
井
盛
之
が
、
政
治
学
専
攻
の
同
級
に
も
同
じ
く
後
に
早
稲
田

大
学
教
授
を
務
め
た
法
学
者
中
野
登
美
雄
が
い
た
と
い
う
４
。

こ
の
同
人
雑
誌
『
白
虹
』
に
つ
い
て
、
乱
歩
は
「
廻
覧
雑
誌
「
白

虹
」
ノ
コ
ト
」（『
貼
雑
年
譜
』
東
京
創
元
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
詳

述
し
て
い
る
。『
白
虹
』
は
、
乱
歩
が
上
京
し
て
き
た
母
方
の
祖
母
本

堂
つ
ま
と
弟
の
通
の
三
人
で
牛
込
喜
久
井
町
に
暮
ら
し
て
い
た
頃

に
、
大
学
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
数
名
と
と
も
に
刊
行
し
て
い
た
。
原
稿

用
紙
を
綴
じ
た
肉
筆
雑
誌
で
あ
り
、
一
九
一
四
年
二
月
か
ら
約
一
年

の
間
に
五
冊
程
度
刊
行
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
雑
誌
の
形
態

上
、『
白
虹
』
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
知
人
間
で
読
ま
れ
る
程
度
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
早
稲
田
大
学
在
学
中
ノ
文
反
古
類
目
録
抄
」（『
貼
雑
年
譜
』）
に

は
、
乱
歩
は
『
白
虹
』
に
、
経
済
学
に
関
す
る
論
考
「
経
済
学
上
の

慾
望
の
研
究
」
と
翻
訳
「
経
済
学
と
心
理
学
のマ

マ

関
係
を
論
ず
。」
を
発

表
。
そ
の
他
に
、
幻
想
小
品
「
夢
の
神
秘
」
と
叙
事
詩
「
オ
ル
レ
ア

ン
の
少
女
」
を
発
表
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
白
虹
』
は
政
治
経
済

学
科
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
刊
行
し
て
い
た
同
人
雑
誌
で
は
あ
っ
た
も

の
の
、
内
容
は
経
済
学
に
限
定
し
な
い
自
由
度
の
高
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

今
回
紹
介
す
る
「
経
済
学
と
心
理
学
と
の
関
係
を
論
ず
。」
は
、
先

の
目
録
で
は
「「
大
学
時
代
」
ノ
袋
ニ
ア
リ
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
立

教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
寄
託
資
料
の
内

「E
C

O
N

O
M

IC
S

」
と
書
か
れ
た
封
筒
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「E
C

O
N

O
M

IC
S

」
と
あ
る
も
の
の
、
こ
の
封
筒
に
は
経
済
学
に
関
す

る
資
料
以
外
に
も
学
生
時
代
の
作
文
や
試
験
問
題
な
ど
大
学
時
代
の

主
に
学
業
に
関
す
る
資
料
が
ま
と
め
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
資
料
の

内
容
は
経
済
学
に
限
定
し
な
い
。
乱
歩
の
経
済
学
研
究
の
内
容
は
、

随
筆
等
に
は
殆
ど
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
来
研
究
の
対
象
に
さ
れ
る

こ
と
も
少
な
く
未
だ
謎
に
包
ま
れ
た
部
分
が
多
い
。「
経
済
学
と
心

理
学
と
の
関
係
を
論
ず
。」
は
、
乱
歩
が
学
生
時
代
ど
の
よ
う
な
経
済

学
を
学
び
、
研
究
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
実
態
を
知
る
た
め
の
手
が
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か
り
と
な
る
重
要
な
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

原
稿
の
終
わ
り
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
経
済
学
と
心
理

学
と
の
関
係
を
論
ず
。」
は
乱
歩
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
論
考
で
は
な
く
、

Palgrave

のD
ictionary of Political E

conom
y 

第
三
巻
に
掲
載
さ

れ
て
い
る Political E

conom
y

の
中
の
第
五
項
目Political 

E
conom

y and Psychology

の
翻
訳
で
あ
る
。D

ictionary of 

Political E
conom

y 

は
一
八
四
三
年
にD

aniel M
acm

illan

と

A
lexandre M

acm
illan 

の
兄
弟
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス

の
総
合
出
版
社T

he M
acm

illan C
om

pany

か
ら
刊
行
さ
れ
た
、
全

三
巻
の
経
済
学
に
関
す
る
辞
書
で
あ
る
５
。
第
三
巻
の
初
版
は
一
八

九
九
年
で
あ
る
が
、
そ
の
後
一
九
〇
一
年
に
再
版
さ
れ
、
一
九
〇
八

年
に
は
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
更
に
一
九
二
六
年
に
は
新
版

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
乱
歩
が
読
ん
だ
当
時
、
既
に
一
定

以
上
の
権
威
の
あ
る
辞
書
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

概
ね
原
典
に
忠
実
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
題
名
の

Political E
conom

y and Psychology

が
、
直
訳
す
れ
ば
「
経
済
学
と

心
理
学
」
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
乱
歩
は
内
容
を
踏
ま
え
て
「
経
済
学

と
心
理
学
の
関
係
を
論
ず
。」
と
翻
訳
し
て
い
る
。
ま
た
、
哲
学
者

B
oethius

に
つ
い
て
は
、
原
典
に
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
簡
潔
な

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
加
筆
し
て
い
る
（「
そ
の
哲
学
の
有
名
な
る
著
書
」

と
は
、
代
表
作
で
あ
る
『
哲
学
の
慰
め
』
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
）。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
乱
歩
は
単
に
原
典
を
翻
訳
す
る
に
と
ど

ま
ら
ず
、『
白
虹
』
に
発
表
す
る
こ
と
を
意
識
し
、
読
者
の
理
解
を
促

す
た
め
の
工
夫
を
施
し
て
い
た
様
子
が
確
認
で
き
る
。

原
典
の
執
筆
者
は
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者 P

hilip H
enry 

W
icksteed （

以
下
、
ウ
ィ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
ド
）。
経
済
学
者
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
牧
師
、
神
学
者
、
文
芸
批
評
家
と
し
て
も
活
動
し
て

い
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
著
作
『
経
済
学
の
常
識
』（
一
九
一
〇
年
）

で
、
ウ
ィ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
ド
は
経
済
学
に
お
い
て
「
経
済
人
」
と
い

う
モ
デ
ル
を
仮
定
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
が
、
そ
れ
はPolitical 

E
conom

y and Psychology

で
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
６
。「
経
済

原
論
の
「
欲
望
」
と
か
「
価
値
」
と
か
い
う
部
分
が
面
白
く
、
そ
の

方
面
の
学
者
に
な
り
た
か
っ
た
」
と
い
う
乱
歩
に
と
っ
て
、
経
済
学

に
お
け
る
心
理
学
の
重
要
性
を
説
く
ウ
ィ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
ド
の
主
張

は
共
感
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

＊

「
旧
探
偵
小
説
時
代
は
過
去
っ
た
」（『
新
青
年
』
一
九
三
一
年
二

月
）
で
、
乱
歩
は
自
身
を
育
ん
だ
学
問
や
文
学
の
内
容
、
そ
し
て
自

身
が
探
偵
小
説
を
執
筆
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
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�
私
は
大
学
の
教
室
で
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
の
自
由
主
義
を
基
調
と

す
る
経
済
学
を
学
ん
だ
。
小
説
で
は
旧
ロ
シ
ヤ
も
の
の
全
盛
時

代
に
育
っ
た
。
日
本
の
文
壇
で
は
谷
崎
潤
一
郎
が
真
面
目
な
労

作
を
発
表
し
て
い
た
。

�

子
供
の
時
分
に
は
、
母
親
が
愛
読
し
た
関
係
で
黒
岩
涙
香
を

耽
読
し
た
。
英
語
の
小
説
で
は
ポ
オ
と
ド
イ
ル
其
他
に
親
し
ん

だ
。

�

（
中
略
）

�

私
の
学
ん
だ
、
自
由
主
義
の
経
済
学
は
、
一
個
の
「
経
済
人
」

の
心
理
解
剖
を
事
と
す
る
学
問
で
あ
っ
た
。
愛
読
し
た
旧
ロ
シ

ヤ
小
説
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
、
個
人
の
心
の
奥
底
を
え
ぐ
る

文
学
で
あ
っ
た
。
日
本
で
も
、
谷
崎
潤
一
郎
氏
は
云
う
ま
で
も

な
く
、
当
時
最
も
活
動
し
て
い
た
菊
池
寛
氏
に
せ
よ
、
其
他
文

学
一
般
が
、
個
人
的
で
あ
り
、
心
理
解
剖
を
主
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
文
芸
批
評
に
『
掘
り
下
げ
る
』
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
た
。「
深
い
」
と
い
う
こ
と
が
第
一
の
条
件
と
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、「
経
済
学
と
心
理
学
と
の
関
係
を
論
ず
。」
や
他

の
「E
C

O
N

O
M

IC
S

」
収
録
資
料
を
確
認
し
た
限
り
、
む
し
ろ
乱
歩

は
「
経
済
人
」
に
批
判
的
な
経
済
学
を
学
び
、
研
究
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
単
な
る
記
憶
違
い
に
よ
る
誤
記
の
可
能
性
も
否
め
な
い

が
、
仮
に
こ
れ
が
意
図
的
な
虚
構
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

こ
の
随
筆
の
意
図
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
旧
探
偵
小
説
時
代
は
過
去
っ
た
」
に
お
い
て
、
乱
歩
は
繰
り
返
し

自
身
を
「
旧
人
」「
田
舎
者
」
と
位
置
づ
け
、
自
身
の
心
酔
し
た
「
暗

い
人
の
心
の
奥
底
を
え
ぐ
る
、
邪
推
深
い
探
偵
小
説
」
が
既
に
過
去

の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
き
、
現
代
に
通
用
す
る
「
フ

ラ
ン
ス
・
コ
ン
ト
風
」
や
「
諧
謔
探
偵
小
説
」
に
対
す
る
不
信
を

語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
時
代
」
と
い
う
観
点
か
ら
経
済
学
に

注
目
す
る
と
、
随
筆
発
表
当
時
流
行
し
て
い
た
経
済
学
と
し
て
第
一

に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
で
あ
る
。
大
正
末
期
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
流
行
を
極
め
た
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
経
済
学

は
も
ち
ろ
ん
当
時
の
文
学
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

乱
歩
は
「
経
済
学
ヘ
ノ
関
心
」（『
貼
雑
年
譜
』）
で
「
私
ノ
時
代
は

マ
ル
ク
ス
流
行
ヨ
リ
ハ
少
シ
早
カ
ツ
タ
」
と
述
べ
て
お
り
、
残
さ
れ

た
資
料
か
ら
も
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
に
は
あ
ま
り
関
心
を
示
し
て

い
な
か
っ
た
様
子
が
伺
え
る
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
流
行
は

認
識
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
流
行
で

あ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
で
は
な
く
、
自
身
は
旧
時
代
の
自
由
主

義
の
経
済
学
を
学
ん
だ
と
す
る
こ
と
で
、「
旧
人
」「
田
舎
者
」
と
し
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て
の
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
構
築
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
。「
旧
探
偵
小
説
時
代
は
過
去
っ
た
」
に
お
け
る
「
経
済

人
」
の
記
述
は
乱
歩
の
記
憶
違
い
で
は
な
く
、「
旧
人
」「
田
舎
者
」

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
た
め
の
虚
構
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

「
活
字
と
僕
と　

―
年
少
の
読
者
に
贈
る

―
」（『
現
代
』
附

録
、
一
九
三
四
年
十
月
）
で
、「
経
済
学
も
殊
に
経
済
原
論
の
欲
望
論

だ
と
か
価
値
論
だ
と
か
、
人
間
そ
の
も
の
の
研
究
が
僕
に
は
ひ
ど
く

面
白
か
っ
た
。
社
会
学
、
社
会
心
理
学
な
ど
も
、
経
済
学
と
結
び
つ

い
て
僕
を
そ
そ
の
か
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
乱
歩
は
経
済

学
を
発
端
に
様
々
な
学
問
を
受
容
し
て
い
っ
た
。「
心
理
試
験
」（『
新

青
年
』
一
九
二
五
年
二
月
）
に
対
す
る
自
作
解
説
で
「
だ
い
ぶ
前
か

ら
フ
ロ
イ
ド
の
精
神
分
析
学
と
い
う
も
の
に
注
目
し
て
、
こ
れ
は
何

と
か
物
に
な
り
相
だ
と
思
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
心
理
学

へ
の
関
心
を
学
生
時
代
の
経
済
学
研
究
の
中
に
既
に
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
の
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
乱
歩
が
経
済
学
、
ひ
い
て

は
探
偵
小
説
で
本
来
成
し
遂
げ
た
か
っ
た
こ
と
は
、
あ
る
い
は
人
間

の
心
理
を
解
き
明
か
す
こ
と
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
二

五
年
七
月
、
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
乱
歩
の
処
女
小
説
集
の
題
名

は
『
心
理
試
験
』
で
あ
っ
た
。

今
回
、
資
料
の
翻
刻
に
あ
た
り
旧
字
体
は
新
字
体
に
統
一
し
て
い

る
。
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
□
で
示
し
、
挿
入
部
分
は
｛
｝

で
示
し
て
い
る
が
、
乱
歩
が
意
図
し
て
削
除
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所

に
つ
い
て
は
翻
刻
し
て
い
な
い
。

【
注
】

１　

江
戸
川
乱
歩
「
私
ノ
学
歴
」（『
貼
雑
年
譜
』）
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
正
し

く
は
二
十
三
歳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２　

江
戸
川
乱
歩
「
活
字
と
僕
と　

―
年
少
の
読
者
に
贈
る
―
」（『
現
代
』
付

録
、
一
九
三
六
年
十
月
）

３　

江
戸
川
乱
歩
「
経
済
学
ヘ
ノ
関
心
」（『
貼
雑
年
譜
』）。
な
お
、
こ
こ
で
乱
歩

は
「
人
間
研
究
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
の

『
経
済
学
原
理
』
に
お
け
る
経
済
学
の
定
義
の
引
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、「E

C
O

N
O

M
IC

S

」
に
は
、
乱
歩
が
マ
ー
シ
ャ
ル
の
著
作
の
翻
訳
を
試

み
た
「
マ
ー
シ
ア
ル　

経
済
原
論
の
翻
訳
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

４　

同
、
注
３

５　

青
木
日
出
夫
「
マ
ク
ミ
ラ
ン
」（『
日
本
大
百
科
全
書
』
小
学
館
。
引
用
は

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
に
よ
る
。）

６　

マ
ー
シ
ャ
ル
も
「
経
済
人
」
に
対
し
批
判
的
な
考
え
を
示
し
て
い
る
（『
経

済
学
原
理
』）。
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　 ［
　
］
消
し
て
あ
る
部
分
　
　
　
　{

　}

挿
入
部
分

　
　
　 

　 

■
　
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
あ
る
文
字
　  

□
　
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字

〈
翻
刻
〉

是
れ
は
去
年
の
九
月
に
書
い
た
に
書
い
た
モ
ノ

申
訳
無
け
れ
ど
今
度
は
御
教
被
下
度
候

早
大
本
科
一
年
生
時
代　

大
正
四
年
二
月
大
学
部
二
年
生
□
□

同
人
雑
誌
「
白
虹
」
投
稿

経
済
学
と
心
理
学
と
の
関
係
を
論
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井
太
郎
生

経
済
学
に
し
て
富
の
学
問
な
る
以
上
、
夫
は
欠
乏
を
充
足
し
、
慾
望

を
満
足
せ
し
む
る
が
為
に
、
人
に
よ
り
て
為
さ
る
ゝ
努
力
を
論
ず
る

も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
此
の
、『
欠
乏
』、『
努
力
』、『
慾

望
』、『
満
足
』、
等
は
全
然
心
理
的
現
象
に
外
な
ら
ず
。
去
れ
ば
心
理

学
は
、
経
済
学
に
取
り
て
、
恰
か
も
ボ
イ
チ
ア
ス
の
神
の
如
く
、『
道

程
た
り
、
誘
因
た
り
、
指
導
者
た
り
、
本
元
た
り
、
而
し
て
終
局
た

る
』
の
観
あ
り
。（B

oethius

と
は
四
八
〇
年
に
生
れ
五
二
四
年
に
死

し
た
る
ロ
ー
マ
の
哲
学
者
兼
政
治
家
な
り
。
そ
の
哲
学
の
有
名
な
る

著
書
に
於
て
、
神
の
全
能
に
付
き
論
じ
た
り
。）
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去
れ
ど
経
済
学
者
が
、
職
と
し
て
、
心
理
学
の
終
局
原
理
を
組
立
つ

る
事
に
従
事
す
る
も
の
に
非
ざ
る
は
、
言
を
俟
た
ず
し
て
明
か
な

り
。
例
へ
ば
、
意
想
の
性
質
を
研
究
し
、
又
は
理
性
に
対
す
る
意
志

の
関
係
を
決
定
せ
ん
と
す
る
が
如
き
事
を
為
す
も
の
に
非
ざ
る
が
如

し
。
経
済
学
者
の
法
則
は
、『
結
局
、
心
理
学
的
基
礎
に
因
を
発
す
る

も
の
』
な
る
こ
と
は
、
最
も
明
白
な
る
真
理
で
あ
る
が
、（K

eynes

のScope and M
ethod of 

Political E
conom

y

八
七
及
八
八
頁
参
照
）
言
ふ
所
の
義
は
、
即
ち

経
済
学
者
は
、
心
理
学
の
原
則
を
結
論
と
し
て
建
設
す
る
に
は
あ
ら

で
、
寧
ろ
材
料
と
し
て
受
理
す
る
に
止
ま
る
も
の
な
る
事
に
あ
る

也
。
こ
れ
、
若
し
心
理
学
の
究
明
し
た
る
原
則
を
流
用
す
る
に
あ
ら

ざ
ら
ん
か
、
経
済
学
者
は
、
其
前
提
を
完
全
精
密
に
知
ら
ん
が
為
め
、

自
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
心
理
学
の
分
野
の
研
究
の
歩
を
進
む
る

の
繁
を
敢
て
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
為
に
外
な
ら
ず
。

斯
く
の
如
く
心
理
学
的
要
素
は
材
料
と
し
て
受
理
せ
ら
る
ゝ
に
止
ま

る
と
雖
、
猶
且
其
の
経
済
学
に
対
す
る
重
要
の
度
が
、
物
質
的
要
素

の
上
に
あ
る
こ
と
を
否
定
し
得
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
ケ
ア
ネ
ス
は
、

地
代
の
法
則
を
実
証
し
、
而
し
て
実
に
次
の
如
く
主
張
せ
り
、

（C
airnes

のL
ogical M

ethod of Political E
conom

y

第
二
版
三
七

及
三
八
頁
。K

eynes

に
よ
り
て
引
証
せ
ら
れ
且
明
白
に
承
認
せ
ら
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れ
た
る
八
五
頁
を
参
照
）

地
代
の
法
則
を
形
成
す
る
に
当
り
、
学
者
が
、
地
主
及
び
借
地
人
の

行
為
を
支
配
す
べ
き
利
己
心
の
誘
因
を
研
究
す
る
仕
事
は
、
報
酬
漸

減
の
法
則
を
決
定
す
べ
き
土
地
の
物
質
的
性
質
を
究
明
す
る
の
仕
事

に
、
越
ゆ
る
こ
と
な
し
と
。

然
り
、
経
済
学
者
は
、
自
か
ら
究
明
せ
ず
と
も
其
の
真
な
る
事
を
満

足
し
て
承
認
し
得
来
り
た
る
が
如
き
既
存
の
心
理
学
的
並
に
物
質
的

材
料
の
両
者
を
、
同
様
に
前
提
と
し
て
研
究
の
歩
を
進
む
る
も
の
な

る
事
は
事
実
也
。
唯
、
異
れ
る
点
は
、
一
の
材
料

7

7

に
し
て
、
一
半
は

物
質
的
、
一
半
は
心
理
的
な
る
時
は
、
如
何
な
る
場
合
と
雖
、
学
者

の
結
論

7

7

は
結
局
全
然
心
理
的
と
な
る
べ
し
と
云
ふ
一
事
也
。
其
故
如

何
と
な
ら
ば
、
地
代
の
法
則
な
る
も
の
が
何
様
の
も
の
た
る
を
問
は

ず
、
夫
は
何
等
か
の
所
有
権
又
は
特
権
に
よ
り
て
保
護
せ
ら
れ
、
或

る
誘
因
に
よ
り
て
刺
戟
せ
ら
れ
、
又
何
れ
か
の
物
質
的
事
実
並
に
法

則
に
影
響
せ
ら
れ
た
る
、
人
間
の
行
為

7

7

を
支
配
す
べ
き
原
理
の
形
成

に
外
な
ら
ざ
る
が
故
也
。
即
ち
結
局
人
類
行
為
の
法
則
な
る
が
故

に
、
経
済
学
の
諸
法
則
は
、
物
質
的
に
非
ず
心
理
的
な
る
事
明
に
し

て
、
又
か
る
が
故
に
心
理
学
は
、
経
済
学
に
対
し
、
物
質
的
科
学
又

は
工
芸
学
等
よ
り
も
以
上
に
深
き
関
係
を
有
す
る
も
の
と
言
ひ
得
べ

き
也
。

故
に
即
ち
経
済
学
者
自
か
ら
は
、
心
理
学
的
材
料
の
終
局
的
解
明
を
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為
す
も
の
に
非
ざ
れ
ど
、
彼
が
結
論
そ
の
も
の
は
、
心
理
的
現
象
の

組
合
せ
よ
り
成
る
も
の
な
る
事
明
白
な
り
と
云
ふ
べ
し
。
さ
は
言

へ
、
右
の
範
囲
内
に
於
て
、
学
者
各
〻
異
れ
る
主
張
を
為
す
に
充
分

の
余
地
あ
る
は
勿
論
な
り
。
経
済
学
者
は
心
理
学
的
材
料
と
物
質
的

材
料
と
を
同
様
に
受
け
入
れ
て
研
究
し
、
一
般
的
弁
化
の
方
法
（
即

ち
、
帰
納
法
演
繹
法
又
は
数
学
的
論
法
を
適
所
に
用
ふ
る
事
）
を
以

て
是
を
取
扱
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
其
心
理
学
的
結
果
を
、
社

会
学
者
に
提
供
す
る
も
の
な
り
と
言
ひ
得
べ
く
、
或
は
又
経
済
学

は
、
大
部
分
、
否
な
殆
ん
ど
一
般
に
、
応
用
心
理
学

7

7

7

7

7

に
し
て
、
経
済

学
者
は
、
終
始
自
か
ら
心
理
学
的
現
象
を
取
扱
へ
る
事
を
自
覚
し
、

凡
て
心
理
学
的
研
究
に
よ
り
て
指
導
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
程
也

と
も
言
ひ
得
る
な
り
。
此
の
場
合
、
心
理
学
が
経
済
学
に
対
す
る
関

係
の
密
接
な
る
、
恰
も
、
数
学
の
工
学
に
対
す
る
が
如
し
。
但
し
凡

て
の
方
面
に
於
て
皆
之
に
類
似
せ
り
と
は
言
は
ず
。
消
費
論
な
る
項

目
を
、
経
済
学
の
独
立
に
し
て
明
白
な
る
一
部
分
と
為
す
べ
き
や
、

又
は
是
を
廃
す
べ
き
や
は
、
実
際
此
の
問
題
（
経
済
学
と
心
理
学
と

の
関
係
の
問
題
）
よ
り
産
れ
出
た
る
も
の
な
る
こ
と
睹
や
す
き
の
理

な
り
。
消
費
論
の
理
論
的
研
究
は
凡
て
、
満
足
に
関
す
る
報
酬
の
漸

減
（
効
用
漸
減
）
換
言
せ
ば
、
同
一
目
的
物
に
供
給
せ
ら
る
ゝ
貨
物

又
は
勤
労
の
絶
え
ざ
る
増
大
に
対
す
る
安
心
の
念
と
云
ふ
、
一
大
心

理
学
的
原
則
の
応
用
論
に
し
て
、
此
れ
を
外
に
し
て
は
何
物
も
な



122翻刻「経済学と心理学との関係を論ず。」

し
。
そ
れ
故
経
済
学
の
一
部
分
と
し
て
の
『
消
費
論
』
を
許
容
す
る

は
、
取
り
も
直
さ
ず
応
用
心
理
学
が
、
経
済
学
中
重
要
の
地
位
を
占

む
る
こ
と
を
許
容
す
る
所
以
に
し
て
、
今
、
既
に
『
消
費
論
』
の
独

立
的
研
究
が
、
経
済
学
の
範
囲
内
に
属
す
る
事
を
許
容
せ
ら
れ
居
る

も
の
と
言
ひ
得
べ
く
ん
ば
、
必
然
の
筋
路
と
し
て
、
吾
人
は
心
理
学

的
材
料
及
び
判
断
の
み
な
ら
ず
、
同
様
に
又
心
理
学
的
理
論
を
も
経

済
学
の
一
部
分
と
し
て
許
容
せ
る
事
と
な
る
也
。
而
し
て
、
消
費
論

を
明
白
に
区
分
し
て
論
ず
る
こ
と
ゝ
、
並
に
経
済
学
中
消
費
論
の
部

分
か
依
り
て
存
す
る
所
以
の
心
理
｛
学
｝
的
現
象
の
重
要
な
る
べ
き

事
｛
と
｝
は
、
最
も
通
俗
｛
な
る
｝
代
表
｛
的
｝
誤
謬
論
に
よ
り
て

す
ら
も
、
克
く
明
瞭
な
る
を
得
る
也
。
一
例
を
引
け
ば
、
数
十
年
以

前
の
最
も
卑
近
な
る
経
済
学
応
用
の
好
適
例
と
し
て
は
、
之
れ
に
勝

る
も
の
な
か
ら
ん
と
思
は
る
ゝ
格
言
的
文
句
、
即
ち
『
国
民
の
不
足

は
彼
等
自
か
ら
償
ふ
べ
し
』
故
に
凡
て
の
保
護
制
度
は
努
力
の
浪
費

に
過
ぎ
ず
、
且
つ
『
国
民
経
済
の
敵
也
』
と
云
ふ
が
如
き
も
の
こ
れ

也
。
茲
に
一
個
の
事
実
あ
り
、
一
人
の
人

7

7

7

7

が
或
る
も
の
を
得
ん
事
を

欲
す
る
時
に
は
、
是
を
速
か
に
得
ん
が
為
、
同
価
値
の
物
を
与
へ
ん

こ
と
を
望
め
る
が
常
な
る
も
の
な
り
。
こ
の
事
実
よ
り
、
市
価
に
対

す
る
結
論
、
努
力
及
び
財
産
の
商
業
的
に
有
利
な
る
処
理
に
対
す
る

判
断
等
、
若
干
の
結
論
を
引
出
し
得
べ
し
。
之
等
結
論
を
転
換
せ
ば
、

更
に
次
の
如
く
記
述
す
る
こ
と
を
得
、
即
ち
二
者
の
中
、
一
人
は
同
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価
の
も
の
を
与
へ
て
迠
は
甲
を
得
ん
事
を
望
ま
ず
、
他
の
一
人

7

7

7

7

は
同

価
の
も
の
を
与
へ
て
も
乙
を
得
ん
こ
と
を
慾
す
る
場
合
に
於
て
は
、

前
者
の
甲
を
慾
す
る
度
、
後
者
の
乙
を
望
む
の
度
に
劣
れ
る
こ
と
と

な
り
、
こ
の
場
合
、
後
者
を
措
て
、
先
づ
前
者
に
甲
を
給
す
る
は
、

無
駄
に
し
て
誤
れ
る
の
恩
慶
た
る
な
り
。
如
何
な
る
経
済
学
者
と

雖
、
か
ゝ
る
誤
謬
を
正
し
き
理
論
な
り
と
主
張
す
る
こ
と
無
き
は
勿

論
な
れ
ど
も
、
然
共
、
若
し
斯
学
者
に
し
て
、
消
費
論
を
論
ぜ
ず
、

心
理
学
的
研
究
を
除
外
せ
ん
か
彼
は
自
か
ら
此
の
如
き
『
誤
れ
る
応

用
』
に
陥
り
易
か
ら
し
む
る
も
の
と
言
ふ
べ
く
、
更
ら
に
極
言
せ
ば

是
を
招
く
も
の
な
り
と
さ
へ
言
ひ
得
る
也
。

『
消
費
論
』
に
付
き
て
は
以
上
の
如
し
。
次
に
交
換
論
は
、
消
費
論

と
甚
だ
密
接
の
関
係
を
有
し
、
又
価
値
の
法
則
に
到
っ
て
は
、
満
足

の
報
酬
漸
減
な
る
心
理
学
的
法
則
が
与
っ
て
極
め
て
重
要
を
為
し
、

今
日
に
て
は
既
に
、
価
値
並
に
交
換
の
問
題
よ
り
、
応
用
心
理
学
を

除
外
す
る
こ
と
全
く
不
可
能
と
な
れ
る
程
な
り
。

通
貨
に
関
す
る
諸
問
題
は
、
こ
の
説
明
に
対
し
最
も
恰
当
な
る
材
料

を
供
給
す
。
経
済
学
中
貨
幣
及
び
外
国
貿
易
に
関
す
る
部
分
程
、
自

然
現
象
（
心
理
現
象
に
対
し
）
の
客
観
論
（
主
観
的
論
法
即
ち
心
理

的
論
法
に
対
し
）
的
な
る
は
無
き
様
に
思
は
る
。
而
し
て
所
謂

数
量
説
の
如
き
に
至
っ
て
は
、
心
理
学
的
な
ら
ざ
る
経
済
原
則
の
実

例
と
し
て
数
々
提
供
せ
ら
る
ゝ
処
の
も
の
也
。
一
見
、
心
理
学
的
な
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ら
ざ
る
事
か
く
の
如
き
問
題
に
於
て
す
ら
も
、
実
際
は
、
決
し
て
全

然
然
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
。
学
者
が
全
研
究
を
通
じ
て
其
心
理
学
的

基
礎
を
自
覚
し
、
是
に
接
触
し
つ
ゝ
あ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
貨
幣
論

中
、
如
何
な
る
部
分
と
雖
安
全
に
論
究
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
也
。
吾

人
は
需
要
供
給
の
一
派
原
則
に
依
り
て
、
国
に
金
貨
多
け
れ
ば
多
き

程
、
其
交
換
価
値
は
低
下
す
る
も
の
な
り
と
い
ふ
が
如
き
明
白
の
議

論
さ
へ
も
、
特
殊
の
試
験
を
経
ず
し
て
は
為
す
事
能
は
ず
。
夫
は
、

此
の
需
要
供
給
の
一
般
原
則
中
に
も
、
心
理
学
に
関
連
せ
る
も
の
あ

る
が
為
に
外
な
ら
ざ
る
な
り
。
何
故
に
供
給
の
増
大
は
、
そ
の
交
換

価
値
を
低
下
せ
し
む
る
や
。
曰
く
、
或
る
貨
物
の
供
給
増
大
す
る
時

は
、
同
貨
物
に
対
｛
す
｝
る
慾
望
を
以
前
よ
り
は
充
分
に
満
足
せ
し

む
る
を
得
、
随
っ
て
、
満
し
た
し
と
願
ふ
て
満
す
能
は
ざ
る
慾
望
の

量
を
も
減
少
せ
し
む
る
事
と
な
る
か
為
な
り
。
全
貨
幣
に
付
き
て
言

は
ん
に
、
広
き
範
囲
に
於
て
は
、
貨
幣
の
数
が
ｘ
な
り
と
も
或
は
ｘ

の
ｎ
倍
な
り
と
も
、
其
作
用
を
為
す
上
に
於
て
些
の
変
化
を
束
さ
ざ

る
も
の
な
り
、
そ
れ
が
故
に
、
世
に
貨
幣
の
作
用
の
杜
絶
す
る
事
な

く
、
且
つ
貨
幣
に
対
す
る
慾
望
を
満
し
た
し
と
の
念
は
、
金
貨
の
数

の
増
大
と
共
に
減
少
す
る
も
の
な
り
。
但
し
こ
は
一
般
の
貨
物
皆
然

り
と
云
ふ
に
非
ず
。
事
既
に
斯
の
如
し
、
若
し
需
給
の
原
則
に
し
て
、

絶
対
的
に
客
観
論
と
し
て
取
扱
は
れ
、
そ
の
心
理
学
に
関
係
せ
る
事

を
等
閑
に
附
せ
ら
れ
ん
か
、
該
原
則
を
貨
幣
問
題
に
適
用
せ
ん
事
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は
、
理
論
上
全
く
無
価
値
の
も
の
と
な
り
了
ら
ん
の
み
。

次
に
吾
人
は
、
生
産
論
及
び
分
配
論
に
付
い
て
少
し
く
言
ふ
所
あ
ら

ん
と
す
。『
生
産
論
』
の
研
究
は
、
労
働
の
理
論
含
む
事
勿
論
な
る

が
、
其
の
労
働
論
な
る
も
の
は
、
凡
て
の
部
分
に
於
て
、
努
力
の
不

断
の
増
大
に
対
す
る
苦
痛
漸
増
の
法
則
、
及
び
貨
物
又
は
努
力
の
他

の
結
果
の
不
断
の
増
大
に
対
す
る
心
理
学
的
（
主
観
的
）
価
値
漸
減

の
法
則
に
負
ふ
所
甚
だ
多
き
も
の
な
り
。
而
し
て
該
法
則
は
又
、
生

産
要
素
中
、
他
の
も
の
は
元
の
儘
な
る
に
或
る
一
要
素
の
み
絶
え
ず

増
大
す
る
事
よ
り
生
ず
る
報
酬
漸
減
と
い
ふ
、
よ
く
知
ら
れ
た
る
、

物
価
的
法
則
と
相
提
携
し
て
、
分
配
論
の
凡
て
の
点
を
支
配
す
る
も

の
な
り
。

以
上
述
べ
来
り
た
る
所
に
よ
り
、
吾
人
は
経
済
学
の
四
大
部
分
（
生

産
、
分
配
、
交
換
、
消
費
）
の
凡
て
に
於
て
、
最
近
経
済
学
研
究
の

方
針
は
、
心
理
学
対
経
済
学
の
密
接
な
る
関
係
と
、
並
に
経
済
学
中
、

最
も
心
理
学
よ
り
遠
か
れ
り
と
思
は
る
ゝ
研
究
に
於
て
す
ら
も
、
常

に
心
理
学
的
基
礎
に
接
触
を
保
つ
の
必
要
と
を
、
明
白
強
烈
に
認
識

す
る
の
傾
向
を
帯
び
来
れ
る
こ
と
を
了
解
せ
り
。

然
れ
ど
も
特
に
『
生
産
論
』
及
『
分
配
論
』
に
関
し
て
は
、
問
題
の

更
に
異
り
た
る
局
面
に
注
目
す
べ
き
も
の
あ
り
、
今
是
に
付
き
て
一

言
せ
ん
。
吾
人
は
已
に
経
済
学
の
心
理
学
的
材
料
が
、
専
ら
結
果
と

し
て
受
入
れ
ら
れ
、
一
般
的
弁
化
の
方
法
に
よ
り
て
取
扱
は
る
可
き
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や
、
又
、
夫
は
、
研
究
に
際
し
て
特
定
の
問
題
の
心
理
学
的
状
態
を

応
用
す
る
為
の
常
態
的
関
係
、
即
ち
原
則
と
し
て
の
み
取
扱
は
る
ゝ

も
の
な
り
や
に
付
き
論
述
し
た
れ
ば
、
今
は
更
に
進
ん
で
そ
の
事
実

た
る
と
原
則
た
る
と
を
問
は
ず
、
是
等
心
理
学
的
材
料
は
実
際
に
於

て
、
富
の
生
産
分
配
其
他
に
あ
づ
か
る
べ
き
心
理
学
的
研
究
の
凡
て

を
含
む
も
の
な
り
や
、
将
た
又
、
吾
人
は
経
済
学
に
於
け
る
心
理
学

を
、
人
為
｛
的
｝
に
制
限
し
て
、
仮
想
的
な
る
『
経
済
人
』
を
刺
戟

す
べ
し
と
想
像
せ
ら
る
ゝ
誘
因
に
付
て
の
み
論
ず
る
こ
と
と
為
す
べ

き
や
を
考
究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
後
者
を
採
ら
ん
か
、
経
済
学
は
一

個
の
仮
想
的
科
学
と
な
り
了
る
べ
く
、
前
者
を
採
用
す
る
時
は
実
際

を
的
と
す
る
、
真
面
目
の
科
学
と
な
る
べ
し
。

茲
に
於
て
か
最
近
経
済
学
研
究
は
、
夫
よ
り
経
済
学
の
材
料
の
引
出

さ
る
べ
き
心
理
学
の
領
分
を
、
拡
大
す
る
の
方
針
に
傾
け
る
事
を
疑

ふ
べ
か
ら
ざ
る
は
、
更
ら
に
明
白
と
な
れ
り
。
此
傾
向
は
近
世
経
済

学
研
究
に
於
け
る
二
個
の
代
表
的
主
義
を
観
察
せ
ば
明
白
な
る
を
得

る
な
り
。
而
し
て
該
二
主
義
は
、
経
済
学
研
究
上
互
に
相
反
目
せ
る

も
の
な
り
。
第
一
に
。
経
済
学
研
究
の
分
野
も
亦
他
の
学
問
に
於
け

る
と
同
じ
く
、
研
究
の
固
定
的
論
法
に
対
す
る
熱
心
の
為
に
、
其
議

論
発
表
の
当
時
に
於
て
、
或
は
遠
く
隔
り
た
る
時
代
に
於
て
、
害
せ

ら
れ
た
る
事
少
な
か
ら
ず
。
今
、
欧
洲
又
は
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
大

ス
ト
ラ
イ
キ
或
は
産
業
運
動
、
印
度
に
於
け
る
土
地
享
有
或
は
村
落
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産
業
、
イ
ギ
リ
ス
又
は
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
中
流
階
級
本
位
の
予
算

或
は
職
工
本
位
の
予
算
、
ハ
ン
ザ
市
又
は
イ
タ
リ
ー
共
和
国
に
於
け

る
産
業
の
発
達
及
組
織
。
商
業
上
の
関
係
を
有
す
る
国
民
の
財
政
制

度
等
の
歴
史
を
繙
く
も
の
は
、
富
の
生
産
分
配
に
関
す
る
状
態
を
学

べ
る
の
思
ひ
あ
る
べ
し
、
然
る
に
、
是
等
は
実
に
、
経
済
学
中
の
心

理
学
を
制
限
せ
し
、
リ
カ
ル
ド
及
セ
ニ
オ
ル
の
説
の
勢
力
全
く
不
充

分
な
り
し
地
方
に
起
り
た
る
出
来
事
に
て
あ
る
な
り
。
右
述
べ
た
る

第
一
の
主
義
（
即
ち
固
定
的
論
法
）
の
誤
れ
る
こ
と
は
甚
だ
明
白
に

し
て
、
一
派
の
経
済
学
者
は
、
経
済
の
一
般
理
論
或
は
学
と
い
ふ
が

如
き
も
の
は
あ
り
得
ず
、
只
、
富
、
生
産
等
の
自
然
歴
史
あ
る
の
み

と
い
ふ
説
を
、
許
容
せ
ん
と
さ
へ
す
る
｛
も
｝
の
ゝ
如
し
。
同
時
に

又
他
の
一
派
は
、
経
済
の
一
般
的
理
論
を
、
よ
り
広
く
、
よ
り
一
般

的
に
適
用
し
得
る
原
則
の
上
に
、
再
び
建
設
せ
ん
事
を
企
て
居
れ

り
。
是
れ
即
ち
近
世
に
於
け
る
第
二
の
主
張
が
、
歴
史
的
論
法
と
相

併
び
て
起
れ
る
事
を
云
ふ
也
。
此
の
第
二
の
主
張
は
、
時
に
数
学
的

論
法
と
も
称
せ
ら
れ
、
其
独
特
の
点
よ
り
、
歴
史
的
又
は
固
定
的
論

法
の
補
充
と
し
て
有
要
な
り
。
そ
の
理
由
は
はマ
マ

次
の
一
事
を
以
て
明

か
な
る
べ
し
。
数
学
的
研
究
家
は
、
広
く
認
め
ら
れ
た
る
経
済
学
の

心
理
学
的
材
料
を
、
彼
の
論
法
に
随
っ
て
厳
正
に
し
て
同
時
に
統
一

的
な
る
形
式
に
導
く
や
否
や
、
必
ず
、
彼
は
自
れ
の
法
式
が
実
際
に
、

そ
の
手
段
及
び
そ
の
結
果
と
等
し
く
そ
の
性
質
に
も
関
係
な
く
、
只
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｛
望
ま
し
き
｝
結
果
を
最
大
な
ら
し
め
ん
と
す
る
目
的
に
関
し
て
は
、

財
物
分
配
の
一
般
的
理
論
に
一
致
す
る
も
の
な
る
事
を
了
知
す
る

也
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
人
間
の
経
済
行
為
は
、
彼
の
一
般
行
為
と
同

様
の
法
則
の
下
に
持
来
た
さ
れ
、
且
つ
吾
人
は
吾
人
の
求
め
つ
ゝ
あ

る
、
よ
り
広
き
基
礎
を
与
へ
ら
る
ゝ
の
曙
光
を
認
む
る
事
を
得
た
る

也
。

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

吾
人
の
結
論
は
、
彼
の
議
論
批
評
の
み
多
く
し
て
、
そ
の
実
績
に

至
っ
て
は
殆
ん
ど
了
解
さ
れ
居
ら
ざ
る
オ
ー
ギ
ス
ト
コ
ン
ト

（A
uguste C

om
te

のP
hilosophie Positive, C

ours de, par L
ittre, 

E
.

第
四
巻
、
百
九
十
三
頁
及
以
下
参
照
）
の
主
張
に
絶
好
の
光
明
を

与
え
た
り
。
即
ち
、
特
別
に
個
有
の
法
則
と
原
理
と
を
有
す
る
富
の

学
問
な
る
も
の
は
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事
、
単
独
の
中
に
於
け
る
人

間
を
支
配
す
る
財
物
獲
得
の
誘
因
に
付
き
て
論
ず
る
は
実
際
に
於
て

無
益
た
る
べ
き
事
、
さ
れ
ど
学
問
の
一
般
原
理
を
、
産
業
生
活
、
商

業
生
活
等
に
対
し
て
特
殊
的
に
応
用
す
る
事
は
、
最
も
有
益
に
し
て

価
値
あ
る
べ
き
事
、
是
也
。

―
完

―

右
の
一
編
は
、Palgrave

のD
ictionary of Polit-ical E

conom
y
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第
三
巻
中
、Political E

conom
y and Psychology

の
項
を
訳

出
し
た
る
も
の
、
誤
訳
多
か
る
べ
き
は
深
く
謝
す
る
の
外
な

し
。
願
く
ば
、
諸
賢
の
御
叱
正
を
得
ん
。

―
太
郎
記

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
正
三
年
九
月
八
日
夜
認
之
。
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